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４月２０日に、３年生が２年間で書き上げた論文の内容をポスター形式にまとめ、１・２年生に向けて発表しました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的】 

２年間の探究で実施してきたことを他者にわかりやす

く伝えることを通して、自身の得た気づきや学びを整理

するとともに、下級生自身が探究のゴールイメージを持

つきっかけとする。 
  

【当日の流れ】 

5 時間目 1 年生に向けてのポスターセッション 
6 時間目 2 年生に向けてのポスターセッション 
 

【形式】 

①発表時間 ６分 ②コメント用紙（付箋）記入 2 分 

③質疑応答 2 分 
 

 

 

 

 

 

 

3 年生の振り返り 
 

・自分が約 2 年かけて研究してきたことだから 1 年生、2 年生に向かって自信を持って話すことがで

きました。ちゃんと実践研究などを調べてきたからこそ自分の意見をはっきりと持つこともできた

し、伝えることもできたと思います。 

 

・2 年間を 6分で話すのはとても大変だったが、自分が調べてきたことを自分の口で伝えることはとて

もよい経験でした。また、成し遂げた達成感もありました。 

 

・今まで頑張ってきたことを誰かに伝えることが出来て、とても気持ちよかった！楽しかった！ 

 

・今までやってきたことを発表することが出来て良かった。1年生のころからしっかりと調べてきたか

ら、達成感を感じた。下級生にいい影響を与えられたらいいなと思った。 

 

・なるべく原稿などを見ずに発表できたので良かった。ちゃんと１,２年生が真面目に聞いてくれていて

うれしかったです。 

2 年生の振り返り 
 

・アンケート調査以外にも様々な調べ方や調査の仕方があ

り、自分の探究に生かしていきたいと思いました。3年

生の発表を聞いて、これから探究を頑張っていきたいな

と思いました。 

 

・3 年生の発表を聞いて、自分はもっと頑張らないといけ

ないなと思いました。また、自分の探究の相談ができた

ことがよかったです。今後の探究にいかしていきたいと

思いました。 

 

・図やイラストなどカラーをつけて出してくれてたりする

のは特に分かりやすかったので、来年自分が発表すると

きもそういう細かいところに気を付けてやりたいと思

いました。 

 

・アンケートやインタビューを行っている先輩の方が数値

がよりリアルなので、大切だと思った。 

 

・1つ 1 つの結果に理由や背景があって、納得のできるも

ので参考にしたいと思いました。 

 

・多角的な見方が本当に必要だとわかった。 

1 年生の振り返り 
 

・どれも、食べ物・スポーツ・場所など身近な内容について

の発表で最初の方はそんなに興味がなくても、終わったこ

ろにはもっと知りたいと思うくらいどんどん引き込まれ

ていくものばかりだった。今の自分が一番気になることを

見つけて、2 年後、いい発表ができるように今日のことを

忘れずにいようと思う。 

 

・どの先輩も、台本や用紙に書いてあることをただ言うので

はなく、補足しながら話していたりしていて、とても分か

りやすかったし、内容が入りやすかったです。 

 

・なぜそのテーマにしたのかを質問してみると、「自分が興

味をもっているから」とか「自分が体験して調べてみたい

から」などと言っていたので、私が今後、探究活動をして

いく時、まずは自分の興味のあることから調べていきたい

と思いました。 

 

・くわしく調べられていたので聞いていて、なるほど！と思

うこともあれば、面白い！と感じることもあった。 

 

・発表の紙のレイアウトや話し方など今後の参考にしたい

と思うものばかりだった。 


